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 令和６年２月 御前崎市議会定例会 一般質問予定者一覧 

 

●令和６年３月５日（火） 一般質問予定者 

午前９時より、委員会付託等を行った後、一般質問を行います。 

順番 質問者 質  問  事  項 

1 櫻井 勝 

1. 災害に強いまちづくりについて 
1 月 1 日 16 時 10 分能登半島地方を震源とするマグニチュード 7.6 の強

烈な地震が襲いました。石川県志賀町、輪島市で震度 7、七尾市、珠洲市、

穴水町で同 6 強などの強烈な揺れが人々を襲いました。能登半島地震で亡

くなった人は、200 人を超えました。災害とは、地震や台風、集中豪雨な

どが起こり、それによって人的物的に被害を受けた時に発生する。災害と

は、原因でなく結果であり、そうした不幸な結果とならない様に、市が考

える「災害に強いまちづくり」について、どの様な取り組みをしていくの

か伺う。 

2 植田浩之 

1. ハラスメント行為に関するアンケート調査結果について 
昨今、国内でのハラスメントについての問題をよく聞きます。特にパワ

ーハラスメントについては増加傾向にあると感じます。2020 年に施行さ

れた「労働施策総合推進法（通称：パワハラ防止法）」は当初大企業のみで、

中小企業は努力義務でした。しかし、2022 年 4 月 1 日より中小企業も義

務化されています。このような社会情勢の中において、全員協議会で出さ

れたハラスメント防止策では不十分ではないかと感じます。この度のハラ

スメントに対するアンケート調査を受け今後、市としてどのような対策を

立てていくのか改めて伺う。 

3 阿形 昭 
1. 市長の退職金について 
⑴ 今期で引退する市長の退職金の金額と計算方法を伺う。 
⑵ 引退後、財政難の御前崎市に退職金を寄付する気持ちがあるか伺う。 

4 
鈴木克己 

（一問一答） 

1. 栁澤市政 2 期 8 年の負の遺産の引継ぎについて 
退任にあたり、次期市長への引継ぎについて伺う。 

⑴ 市立御前崎総合病院 ⑵ 新野工業団地 ⑶ 人口減少 ⑷ 津波対策 
⑸ 御前崎市財政改善策 ① ふるさと納税 ② 人件費 5％カット 
③ 市民プール・ケーブルテレビの売却 

⑹ 産廃誘致事件の総括 ⑺ 「議決後見直し要求事件」に関する見解 
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●令和６年３月６日（水） 一般質問予定者 

午前９時より、一般質問を行います。 

順番 質問者 質  問  事  項 

１ 名波和寛 

1. 給食費完全無償化について 
市長は、安心して子育てができる環境を整備するため、幼児から小中学

生までの給食費の完全無償化を実施すると選挙公約で掲げ、御前崎市発展

のため全力で取り組んでまいりますと市民に約束しています。しかし、去

る 1 月 19 日の予算決算審査特別委員会で示された財源確保策の中に給食

費の有償化が記載されていました。今日の市財政危機を招いて、今になり

給食費有償化と言うのは、子育て世帯に対し、あまりにも無責任な発言だ

と思いますが、市長の考えを伺う。 

2 
齋藤佳子 

（一問一答） 

1. 御前崎市の精神保健福祉について 
当市の精神保健福祉についての現状、課題、今後の取り組みについて 3

点伺う。 

⑴ 現状について ⑵ 現状を踏まえた課題認識について 

⑶ 今後の取り組みについて 

2. 御前崎市市民協働の指針に基づくこれからの市民協働について 
新たに策定された御前崎市市民協働の指針に基づき、これからの御前崎

市に不可欠な「市民協働」について 4 点伺う。 

⑴ 協働の指針の今後の活用方法について ⑵ ソフト面の支援について 

⑶ 中間支援について ⑷ 小規模多機能自治について 

3 
阿南澄男 

（一問一答） 

1. 栁澤市政 2 期 8 年の検証について 
⑴ 道の駅について 

  当初の計画とは著しく乖離した施設の現状を見て議員時代から関わっ

てきた市長の現在の心境を伺う。 

⑵ 市立御前崎総合病院について 

  病院管理者としての責務は果たしたと考えているか伺う。 

⑶ ごみ処理場について 

  大栄環境株式会社による民設民営のごみ処理施設建設反対は適切な判

断だったと思っているか伺う。 

⑷ 火葬場について 

  二転三転した火葬場整備について現在の心境を伺う。 

⑸ 財政運営について 

  ずさんな財政計画について釈明があれば伺う。 

⑹ リニア問題について 

  リニア中央新幹線整備と大井川の水問題について流域自治体のトップ

としての考えを伺う。 
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4 丸尾 忠 

1. 風による砂の移動の大きい浜岡砂丘の景観について 
強い西風により浜岡砂丘の砂の移動は驚くばかりです。竹簀をいく通り

か築いてくれてあってもその上部まで砂が積もっています。西風を利用し

て砂丘をきれいにしようとして行っている途中ですが、これからどのよう

な計画があるか伺う。 

 


